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病
後
児
保
育
に
つ
い
て
は

問
　
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
、
ふ

じ
み
野
市
と
し
て
の
見
解
は
。

答
　
病
後
児
保
育
の
実
施
は
、
医

療
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
病

院
施
設
の
一
部
で
実
施
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
り
、
旧
市
・
町
が
策

定
済
み
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
基
づ
き
、
広
域
に
よ
る
取

り
組
み
を
視
野
に
入
れ
、
今
後
東

入
間
医
師
会
の
協
力
の
も
と
、
近

隣
の
市
長
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

65
歳
以
上
の
医
療
費
助
成

問
　
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
医
療

費
助
成
を
今
後
も
継
続
す
べ
き

だ
。
医
師
会
に
よ
れ
ば
﹁
日
本
ほ

ど
低
い
医
療
費
で
、
優
れ
た
医
療

が
行
な
わ
れ
て
い
る
国
は
な
い
﹂

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ︵
世

界
保
健
機
構
︶
発
表
で
は
、
日
本

は
健
康
寿
命
及
び
健
康
達
成
度
は

世
界
一
位
だ
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
医
療

費
を
低
く
し
て
い
る
。
年
間
の
必

要
額
は
。

答
　
約
二
億
円
で
す
。
継
続
に
つ

い
て
は
検
討
委
員
会
を
つ
く
り
ま

す
。

　

小
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費

　

の
補
助

問
　
少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て

の
負
担
軽
減
と
あ
わ
せ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
応
援
す
る
こ
と

は
市
の
大
切
な
仕
事
。
国
は
、
三

歳
ま
で
の
医
療
費
を
負
担
す
る
と

の
方
向
性
を
示
し
た
。
現
行
の
医

療
費
補
助
を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡

大
で
き
な
い
か
。

答
　
入
院
分
は
、
可
能
な
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
財
源
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
三
ヵ
年

実
施
計
画
を
つ
く
る
中
で
検
討
し

想
の
策
定
前
に
行
政
評
価
を
行
な

う
べ
き
で
は
。

答
　
総
合
振
興
計
画
を
速
や
か
に

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
間
的

な
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
の

評
価
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
ま
す
。

　

都
市
政
策
の
充
実
を

問
　
都
市
政
策
の
充
実
、
公
共
性

の
重
要
性
と
官
・
民
の
役
割
分
担

の
明
確
化
、
合
併
を
機
に
誇
れ
る

地
域
性
の
特
色
を
出
す
企
画
や
楽

し
い
通
称
、
少
子
高
齢
化
へ
の
協

調
的
な
政
策
や
先
人
の
知
恵
の
活

用
等
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
市

長
の
諮
問
機
関
が
必
要
で
は
。

答
　
ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
総

合
計
画
審
議
会
で
十
分
検
討
し
、

愛
称
に
つ
い
て
は
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
用
で
二
世
代
の
交
流
を
進
め
ま

す
。

　

福
岡
中
央
公
園
の
野
外
音
　

　

楽
堂
を
見
直
し
て
は

問
　
福
岡
中
央
公
園
は
合
併
前
は

野
外
音
楽
堂
と
し
て
計
画
さ
れ

た
。
合
併
に
よ
り
条
件
が
変
わ
っ

た
の
だ
か
ら
、
現
計
画
に
つ
い
て

見
直
す
必
要
は
な
い
の
か
。

答
　
現
行
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

　

市
長
公
約
の
日
本
一
の
市
　

　

と
は

問
　
市
長
公
約
で
日
本
一
の
市
を

目
指
す
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

答
　
単
に
合
併
で
十
万
人
の
市
に

な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

パ
ワ
フ
ル
な
市
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
三
位
一
体
改
革
の

まちづくり

ま
す
。

　

障
が
い
者
と
事
業
者
に
　

　

市
独
自
の
軽
減
策
を

問
　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
障

害
者
が
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
際
、
応
益
負
担︵
一

割
負
担
︶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
障
害
者
と
事
業
者
へ
の
軽
減

策
を
市
独
自
に
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
在
宅
重
度
障
害
者
手

当
は
あ
り
ま
す
。
十
九
年
度
に
障

害
者
長
期
行
動
計
画
を
策
定
す
る

の
で
、
そ
の
中
に
位
置
づ
け
、
包

括
的
に
検
討
し
ま
す
。

　

新
行
革
大
綱
に
住
民
の
意
見

問
　
新
行
革
大
綱
は
住
民
へ
の
説

明
や
意
見
聴
取
が
必
須
要
件
だ
。

総
合
振
興
計
画
策
定
は
、
現
行
議

員
の
任
期
中
に
行
な
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
基
本
計
画
も
作
成
す
る
た
め

に
時
間
が
か
か
り
、
議
員
任
期
を

挟
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

影
響
で
自
治
体
財
政
は
厳
し
い
で

す
が
、
産
業
を
拡
大
し
て
税
収
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
さ
ら
に
住
民
と
の

相
互
信
頼
を
強
め
る
な
ど
し
て
、

福
祉
や
教
育
に
力
を
入
れ
、
若
者

が
夢
を
持
て
る
快
適
な
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
公
平
、

公
正
で
あ
る
こ
と
。
絶
え
ず
組
織

の
見
直
し
を
行
な
い
、
行
政
の
活

力
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
基
本
構
想
策
定

問
　
ふ
じ
み
野
市
の
将
来
像
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、
基
本
構
想
・
総

合
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
市

民
参
加
の
委
員
会
構
成
は
。

答
　
十
七
年
度
中
に
基
礎
調
査
等

を
行
な
い
、
十
八
年
度
に
は
庁
内

体
制
を
整
え
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
意
見
集
約
の
た
め
の
市
民
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
委
員

会
構
成
は
学
識
経
験
者
や
市
民
代

表
等
を
含
め
た
構
成
に
す
る
予
定

で
す
。

　

新
総
合
振
興
計
画
策
定
前
　

　

に
行
政
評
価
を

問
　
行
政
の
行
な
う
事
業
を
客
観

的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
市
民
と

行
政
と
で
問
題
意
識
を
共
有
で
き

る
。
新
総
合
振
興
計
画
・
基
本
構

新
生
ふ
じ
み
野
市
の
方
向
は
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は
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の

場
と
し
て
検
討
を
進
め
、
イ
ベ
ン

ト
や
音
楽
堂
と
い
っ
た
施
設
で
は

な
く
、
多
目
的
広
場
を
備
え
た
公

園
で
す
の
で
現
行
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

市
民
債
を
活
用
し
て
は

問
　
市
民
自
治
を
理
念
に
﹁
市
民

と
行
政
が
と
も
に
支
え
る
公
共
﹂

と
は
首
長
の
一
致
し
た
行
政
目
標

と
思
う
が
、
こ
の
観
点
か
ら
市
民

か
ら
共
感
と
理
解
を
得
ら
れ
る
市

民
債
の
活
用
は
。

　
ま
た
、
こ
の
市
民
公
募
債
の
対

象
事
業
と
し
て
給
食
残
飯
、
落
葉

等
を
利
用
し
た
堆
肥
場
の
早
期
建

設
を
推
進
す
べ
き
。

答
　
市
民
債
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
た

し
ま
す
と
、
地
域
住
民
が
資
金
の

供
給
者
に
な
る
こ
と
で
、
行
政
へ

の
参
加
意
識
の
高
揚
が
期
待
で
き

る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
が

発
行
す
る
債
券
で
あ
る
た
め
、
地

域
住
民
は
安
全
性
に
対
す
る
信
頼

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
導

入
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

都
市
計
画
区
域
の
一
体
化

問
　
ふ
じ
み
野
市
の
都
市
計
画
区

域
を
一
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
　
旧
上
福
岡
地
域
が
上
福
岡
都

市
計
画
、
旧
大
井
地
域
が
富
士
見

都
市
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
市

の
区
域
を
一
体
の
都
市
と
し
て
総

合
的
に
整
備
し
保
全
す
る
必
要
が

あ
る
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

富
士
見
市
や
三
芳
町
と
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

北
野
・
藤
間
陸
橋
を
自
転
　

　

車
で
通
れ
る
よ
う
に

問
　
北
野
・
藤
間
陸
橋
を
自
転
車

で
通
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
　
条
件
を
整
理
し
、
前
向
き
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︿
学
　
校
﹀

　

旧
大
井
 
仮
称
 
第
７
小
　

　

開
校
は
い
つ

問
　
旧
大
井
︵
仮
称
︶
第
七
小
の

開
校
は
十
九
年
四
月
と
公
表
さ
れ

た
。
常
任
委
員
会
の
質
疑
で
、
教

育
委
員
会
は
二
十
年
の
開
校
で
も

厳
し
い
状
況
と
答
弁
し
て
い
る
。

市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　﹁
十
九
年
四
月
に
﹂
と
言
い
、

資
金
計
画
を
し
基
金
を
積
み
立
て

て
き
ま
し
た
。
補
助
金
申
請
、
基

本
設
計
な
ど
を
同
時
並
行
で
進
め

ま
す
。
十
九
年
四
月
に
開
校
す
べ

く
準
備
室
等
を
設
置
し
、
全
課
を

挙
げ
て
努
力
し
た
い
。

　

全
学
級
で
35
人
学
級
を

問
　
全
国
の
道
府
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
少
人
数
学
級
を
、
ふ
じ
み

野
市
独
自
で
実
施
す
る
場
合
の
課

題
は
何
か
。
ま
た
市
長
が
公
約
し

た
﹁
三
十
五
人
学
級
の
順
次
実
施
﹂

を
実
現
す
る
に
は
、
ど
う
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
準
備
し
て
い
る
か
。

答
　
課
題
は
教
員
や
教
室
の
数
な

ど
で
す
。
教
室
増
な
ど
、
物
理
的

に
で
き
る
か
ど
う
か
見
な
が
ら
、

順
次
準
備
し
て
い
き
た
い
。

　

児
童
生
徒
の
個
別
指
導
　
　
　

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

年
々
増
加
し
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
児
童
生
徒
の
状
況
に
合

わ
せ
て
の
個
別
指
導
記
録
の
作

成
・
管
理
・
引
き
継
ぎ
と
、
解
決

に
向
け
て
の
対
策
は
。

答
　
校
長
会
な
ど
で
不
登
校
の
実

態
を
早
め
に
把
握
し
、
状
況
に
応

じ
て
解
決
へ
向
け
て
対
応
し
ま

す
。
個
別
指
導
記
録
は
作
成
し
、
担

当
者
が
転
任
の
場
合
も
速
や
か
に

申
し
送
り
し
ま
す
。

︿
桜
通
線
﹀

　

今
後
の
対
応
は

問
　
市
長
は
、
現
在
進
行
中
の
事

業
を
含
め
、
全
て
の
事
業
の
計
画

を
精
査
し
、
検
討
、
見
直
し
を
図

る
と
し
て
い
る
が
、
北
野
・
大
原

地
域
の
防
災
上
も
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
桜

通
線
事
業
の
今
後
の
対
応
は
。

答
　
桜
通
線
に
つ
い
て
は
、
現
在

一
期
工
事
が
進
行
中
で
あ
り
、
九

〇
％
の
用
地
確
保
が
終
了
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
期
工
事
に
つ
い
て

は
予
定
ど
お
り
進
め
ま
す
。
そ
の

後
の
二
期
・
三
期
工
事
の
計
画
は
、

事
業
を
よ
く
精
査
し
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

大
型
事
業
の
見
直
し
を

問
　
桜
通
線
は
一
期
計
画
︵
一
八

〇
メ
ー
ト
ル
区
間
︶
で
﹁
足
ど
め
﹂

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

費
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
東
西
連

絡
道
路
が
当
初
計
画
か
ら
五
年
延

長
と
な
っ
た
が
理
由
は
何
か
。

答
　
一
期
で
三
二
億
円
、
二
・
三

期
で
四
三
億
円
か
か
り
ま
す
。
東

西
連
絡
道
路
は
六
五
億
円
の
予
定

で
す
が
、
整
備
基
金
が
十
八
年
度

で
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
期

間
の
平
成
二
十
二
年
を
二
十
七
年

に
延
長
し
ま
し
た
。

　

面
整
備
へ

問
　
桜
通
線
は
平
成
十
二
年
度
は

面
整
備
と
し
て
提
案
さ
れ
て
き
た

が
、
住
民
合
意
な
く
単
な
る
街
路

事
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ

て
の
考
え
を
生
か
す
道
は
な
い
の

か
。

答
　
当
初
は
沿
道
の
共
同
化
も
視

野
に
入
れ
た
計
画
で
し
た
が
、
地

権
者
の
意
向
に
よ
り
街
路
事
業
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
整
備
さ
れ

た
街
路
を
生
か
し
て
面
整
備
に
進

む
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
多
く
の

住
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

整備中の桜通線
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